姿見の池園地でみられる鳥
姿見の池園地では、数種類の鳥類が繁殖しています。ホシガラスという名前は、この鳥が白い斑点模様の黒茶色の羽からなる独特の羽毛に覆われていることに由来しています。カラス科に属し、カラスに似た独特の鳴き声をしています。昆虫や草、種子などを食料源とし、低木のハイマツの実が特にお気に入りです。

ギンザンマシコはアトリ科に属し、ずんぐりしたくちばしと暗色の長い尾を持っています。オスは赤みがかったピンクの羽毛で頭と背中部分が覆われ、メスは黄褐色の羽をしています。夏季に北海道に渡来する渡り鳥で、針葉樹林と広々とした山岳地帯を好みます。

ノゴマは、鳴き声の賑やかな小鳥で、その名前は明るい赤の斑紋が入ったオスの喉元の羽に由来しています。南アジアで越冬しますが、日本で見られるのは北海道だけです。主な食料源は昆虫ですが、植物を食べることもあります。

